
【日時】令和４年６月23日（木）～29日（水）
【会場】市役所２階ロビー
【内容】

（１）男女共同参画週間ってなに？
（２）国の男女共同参画政策（抜粋）
（３）狛江市の男女共同参画施策（抜粋）
（４）（内閣府）令和４年版 男女共同参画白書概要版（抜粋）
（５）アンコンシャスバイアス・シールアンケート
（６）その他、男女共同参画に係る啓発物品の配布、ポスターの掲示等



男女共同参画週間
ってなに？

6.23-6.29

男女共同参画社会基本法の目的及び基本理念に関する国民の理解を深
めるために設けられた週間です。

えだまめ王子

男女共同参画推進本部は、「男女共同参画社会基本法」の公布・施行
日である平成11年6月23日を踏まえ、毎年6月23日から29日までの1週間
を「男女共同参画週間」として、様々な取組を通じ、男女共同参画社会基
本法の目的や基本理念について理解を深めることを目指しています。



男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれ
の個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」を実現するた
めには 政府や地方公共団体だけでなく、みなさん一人ひとり
の取組が必要です。

詳しくは
QRコードを

スキャンしてね！

令和４年度「男女共同参画週間」
キャッチフレーズ ＜内閣府 男女共同参画局ホームページ＞



国の男女共同参画政策（抜粋）
■女性活躍推進法「見える化」サイト
⇒ 国・地方公共団体・企業・大学等における女性の参画状況の情報発信

■女性の活躍促進
⇒ 女性応援ポータルサイトにおいて、子育て・介護・就業・起業等の情報発信・健康に関する相談等、
様々な情報を発信

■男性にとっての男女共同参画
⇒ 男女共同参画の意義や取組について、男性の立場・視点から「仕事と家庭のあり方」や「仕事と

家事・育児参画」 等に関する情報を発信

（その他の取組み）
・ポジティブ・アクション ・仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス） ・女性に対する暴力の根絶
・地方との連携 ・災害対応力を強化する女性の視点



狛江市の男女共同参画施策（抜粋）

■子育てを支える環境の充実
⇒ 多様なニーズに対応した保育サービスの提供、一時保育事業、子どもショートステイ事業、

障がい児等への支援の充実、子育て世代の交流の場の提供・支援等の実施

■キャリア・ライフデザインの支援
⇒ テレワーク・サテライトオフィス等多様な働き方やその成功例等に関する情報提供等、再就職希望者
への支援、スキルアップ講習会等の実施 によるキャリア形成の支援

■男性の家事・育児・介護への参画支援

⇒ ママパパ学級や、父親を対象とした子育て講座の実施、交流の場の提供等

（その他の取組み）
・家庭、学校、地域等における男女共同参画意識の醸成 ・生涯を通じた心身の健康支援
・介護を支える環境の充実 ・ワーク・ライフ・バランスの推進 ・キャリア・ライフデザインの支援等



国や狛江市などの取組
みを活用・参考にして、
自分に合ったライフデザ
インを考えてみましょう。



令和４年版 男女共同参画白書
概要版（抜粋）

男女共同参画白書は、男女共同参画社会基本法に基づき内
閣府男女共同参画参画局が作成している年次報告書です。

毎年、男女共同参画週間に合わせて公表されており、今年は
６月14日に公表されました。

今年度の特集テーマは「人生100年時代における結婚と家
族」です。家族の姿や人生は多様化し、昭和の時代から一変し
ていますのでぜひご覧ください。

















（無意識の思い込みや偏見）という意味です。

例えば、

・大抵は同意してくれたから、あの人もそうするに違いない と決めつける
・男性だから、女性だからこうあるべきだ と決めつける
・相手の想いを勝手に決めつけたり、自身の価値観を相手に押し付けたり・・・

そんな思い込みや偏見を少しだけでも意識することが、よ
り良い環境や生活、対人関係の構築につながります。

＜アンコンシャス・バイアス＞
ってなに？

無意識のうちに相手を傷つけた
り、悩ませたりしていませんか？



近年、当たり前だと思っていたことが、もしかしたら差別になって
いる…という事例が多く発生しています。このような事例がアンコ
ンシャス・バイアス（無意識の差別）と呼ばれるものです。アンコン
シャス・バイアスは日常に溢れており、誰にでもあるものです。あ
ることそのものが悪い訳ではなく、問題なのは「決めつけ」や「押
しつけ」です。このシールアンケートが「気づき」のきっかけになれ
ばと思います。

＜アンコンシャス・バイアス＞
ってなに？
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③ 不安定な自動車の運転を見て「ドライ

バーは多分、女性だ」と思ったことがある

そう思う

5人
12%

どちらかと

言えばそう

思うどちらかと言

えばそう思わ

ない

6人
15%

そう思わない

18人
45%

④ 男性が日傘をさしたり、メイクをしてい
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⑤ 女医・女子アナ・女流棋士など、女性を

頭につけることに疑問を感じたことがある
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⑥ 保育士さんは女性の方が好ましいと思
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⑧ 算数や理科は男子、国語や音楽は女子

などのイメージがある



そう思う

5人
12%

どちらかと

言えばそう

思う
どちらかと言

えばそう思わ

ない

4人
10%

そう思わない

19人
46%

⑫ 女性の仕事は「気遣い」や「細やかさ」

「周囲のサポート力」などが強みだと思う
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⑨ 介護や子どもの学校行事を理由に仕事
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⑪ 男性に求める能力と、女性に求める能

力とは違うと思ったことがある
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⑬ 「主人」や「奥さん」という言葉に疑問を感じ

たことがある


